
１．平成28年度当初予算総額

平成28年度当初予算の概要

１ページ

　小郡市の平成28年度一般会計当初予算は、前年度比0.3％減の198億3,400万円と

定めました。

「市民との協働によるまちづくり」を基本理念とした、「第5次小郡市総合振興計画」

の6つの政策目標に基づき、予算編成を行いました。

せた市全体で見てみると、4億5,769万5千円、1.3％の増となっています。

　特別会計だけで見てみると5億1,169万5千円、3.6％の増、一般会計と特別会計を合わ

　一般会計においては、前年度に比べて5,400万円、0.3％の減となっています。

　一般会計予算　　198億3,400万円（前年度当初予算比　▲0.3％）

（単位：千円）

増減額 増減率

　　一　般　会　計 19,834,000 19,888,000 ▲ 54,000 ▲0.3％

国民健康保険事業 6,933,627 6,931,971 1,656 0.0%

後期高齢者医療 852,792 872,551 ▲ 19,759 ▲2.3％

介護保険事業（介護保険事業勘定） 3,649,887 3,747,844 ▲ 97,957 ▲2.6％

介護保険事業（介護サービス事業勘定） 36,299 33,049 3,250 9.8%

下水道事業 2,603,535 2,391,746 211,789 8.9%

住宅新築資金等貸付事業 9,808 9,728 80 0.8%

工業団地整備事業 632,040 219,404 412,636 188.1%

合　　計　　 14,717,988 14,206,293 511,695 3.6%

34,551,988 34,094,293 457,695 1.3%全　会　計　合　計

平成28年度 平成27年度
前年度増減
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２．歳入歳出予算の概要（一般会計）

【歳入】

区分 H28予算額 構成比(％) H27予算額 構成比(％) 増減率(％)

市税 65億8,116万6千円 33.2 64億2,954万6千円 32.3 2.4

地方交付税 36億9,667万5千円 18.6 37億9,626万8千円 19.1 ▲ 2.6

国庫支出金 31億2,114万4千円 15.7 29億2,702万9千円 14.7 6.6

県支出金 15億693万8千円 7.6 15億3,119万7千円 7.7 ▲ 1.6

市債 17億1,158万4千円 8.6 21億8,407万4千円 11.0 ▲ 21.6

繰入金 4億5,246万6千円 2.3 4億6,700万4千円 2.3 ▲ 3.1

その他 27億6,402万7千円 14.0 25億5,288万2千円 12.9 8.3

歳入合計 198億3,400万円 100.0 198億8,800万円 100.0 ▲ 0.3

【歳出】
区分 H28予算額 構成比(％) H27予算額 構成比(％) 増減率(％)

人件費 32億6,426万円 16.5 33億2,028万4千円 16.7 ▲ 1.7

扶助費 43億4,303万9千円 21.9 40億9,232万5千円 20.6 6.1

公債費 21億4,551万4千円 10.8 21億2,692万9千円 10.7 0.9

投資的経費 24億6,171万1千円 12.4 26億7,621万円 13.5 ▲ 8.0

補助費等 19億5,351万1千円 9.8 19億6,390万4千円 9.9 ▲ 0.5

繰出金 25億7,019万4千円 13.0 24億6,668万円 12.4 4.2

その他 30億9,577万1千円 15.6 32億4,166万8千円 16.2 ▲ 4.5

歳出合計 198億3,400万円 100.0 198億8,800万円 100.0 ▲ 0.3
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３．市債の状況

○市民一人あたりの市債現在高（一般会計）は、30万7,661円

４．基金の状況

○市民一人あたりの基金現在高は、6万1,872円

平成28年度の市債の状況は次のとおりです。
市債借入事業を精査して交付税措置のあるものを中心に発行し、また、発行額を抑えることで、
後年度の負担を軽くし、財政健全化に取り組んでいます。

2月1日現在の市の人口59,291人で平成28年度末の市債現在高見込を割ると市民一人あた
りの額は、30万7,661円となります。

平成28年度末の基金現在高見込は36億6,844万円となる見込みです。その他の基金は公共施設
の整備といった特定の目的のために積立てを行い、目的に沿った事業費の財源として繰入を行っ
ています。

2月1日現在の市の人口59,291人で、平成28年度末の基金現在高見込を割ると市民一人あ
たりの額は、6万1,872円となります。
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（単位：千円）

起債見込額 元金償還見込額

18,337,677 18,467,414 1,711,584 1,937,445 18,241,553

(9,726,872) (9,451,250) (959,900) (1,448,906) (8,962,244)

下水道事業 11,645,413 11,678,220 680,500 674,642 11,684,078

工業団地整備事業 43,300 427,084 0 85,776 341,308

30,026,390 30,572,718 2,392,084 2,697,863 30,266,939
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合　　計

一般会計

平成26年度末
市債現在高

平成27年度末
市債現在高見込

平成28年度末
市債現在高見込

平成28年度中見込

（うち臨時財政対策債を除く）

（単位：千円）

繰入見込 積立見込

財政調整基金 3,414,549 3,114,549 375,000 0 2,739,549

その他の基金 985,482 984,757 77,466 21,600 928,891

基金合計 4,400,031 4,099,306 452,466 21,600 3,668,440

平成28年度中見込 平成28年度末
基金現在高見込

基金名
平成26年度末

基金現在高
平成27年度末
基金現在高見込



５．平成28年度における主な事業

※（　　）内は予算書のページ
●安全で快適な都市機能・都市基盤づくり

下町・西福童16号線整備事業 東野校区道路整備事業

272,340千円 　　　62,978千円

拡充

橋梁維持補修事業 道路維持工事

　　　 143,050千円 40,000千円

新規
新規創業資金等借入者利子補給補助金 地域商品券発行事業補助金

　　　750千円 12,500千円

新規 新規
商業活性化計画策定業務委託料 工業適地調査業務委託料

5,000千円

●ゆとりと潤いに満ちた居住環境づくり

新規

公園施設長寿命化対策事業 公共下水道整備事業　　　

　14,500千円 824,307千円

魅力的でにぎわいのある商業活性化を図る
ため、現況調査を行いながら課題を整理
し、今後の方針などを策定します。
（141ページ）

「福岡県工場適地調査補助金」を活用
し、企業誘致の受け皿となる優良な工場
適地を確保するための調査を行います。
（141ページ）

28年度から29年度にかけて、古い所で40
年が経過している都市公園39箇所の調査
を行い、「公園施設長寿命化計画」を策定
します。計画に基づき、施設の修繕・改
築・更新を行い、施設の長寿命化を図りま
す。
（158ページ）

28年度は27年度に引き続き、味坂・立
石地区の整備を進めていきます。また、
下水道への接続推進に努め、水洗化率の
向上を図ります。
（355、356ページ）
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5,000千円

県道鳥栖朝倉線と国道500号を結ぶ道路
が、本年度で全線開通いたします。安全性
の確保や本市西部地区の交通渋滞の解消な
どを図ります。
（148、149ページ）

東野小学校から西島区（東野校区公民
館）までを結ぶ道路ですが、見通しの悪
い箇所などを解消し、利便性、安全性の
確保を図ります。
（150、151ページ）

老朽化する道路橋について、予防的な修
繕、計画的な架替を行い橋梁の維持修繕費
用の軽減を図るため、長寿命化修繕計画に
基づき、計画的に補修を行います。2８年
度は.跨線橋、荒古橋、稲吉橋の補修工事を
行います。
（153ページ）

古い団地内側溝の有蓋化を行い、道路幅
員を広げることで、高齢者等の歩行空間
を確保するなど、地元からの要望に合わ
せた生活道路の整備が行えるよう予算を
拡充します。
（147ページ）

●豊かな暮らしを支える活力ある産業づくり

創業に係る資金借り入れの利息分に対して
補助を行い、本市の活力につながる創業者
を支援します。
（140ページ）

商工会が発行する地域商品券及び住宅リ
フォーム券のプレミアム分について補助
を行い、市内における消費喚起を促し、
商業の活性化を図ります。
（140ページ）



●やさしさあふれる健康と福祉づくり

新規
老人福祉計画作成業務委託料 子育て相談支援業務

　　　2,592千円 204千円

拡充

小郡保育園施設整備補助金 乳幼児・子ども医療費助成費

166,504千円 140,512千円（総額）

●生きる力を育む教育と地域文化づくり

新規
大原校区公民館建設事業　 学力向上支援員の配置

446,775千円 5,883千円

新規 新規
新体育館建設基本計画策定事業 テニスコート人工芝張替工事

6,329千円 80,000千円

●新たな小郡市の地域自治体制づくり
給食施設整備事業

180,272千円 拡充
ふるさと納税包括支援業務委託料

2,949千円
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老朽化している市体育館について、今後の
方針など基本計画を策定します。
（231ページ）

市運動公園内テニスコート８面全体の人
工芝張り替えを行い、利便性の向上を図
ります。
（234ページ）

年次的に自校式給食施設を整備します。
28年度は、大原小学校の施設整備と東野
小学校の設計業務を行います。
（237ページ） ふるさと納税ポータルサイトからのクレ

ジット決済やお礼の品の選定など、利便
性の向上を図ります。
（66ページ）

28年度から29年度にかけ、高齢者福祉の
実態調査などを行い、ニーズに合ったサー
ビスが行えるよう第7期高齢者福祉計画・
介護保険事業計画の策定を行います。
（99ページ）

つどいの広場において月１回、子育てに
伴う発達や発育に関して、専門家による
相談支援業務を行います。
（105ページ）

小郡保育園が老朽化や待機児童解消による
増改築を行うため、その費用を補助しま
す。
（106ページ）

こども医療として通院の助成対象を小学
6年生まで拡充するとともに、通院費及
び入院費に係る助成の所得制限を撤廃し
ます。
（11４ページ）

地域に密着したコミュニティ活動の中心施
設として大原校区に校区公民館を建設し、
29年4月の開館に向けて準備を行います。
（210ページ）

個に応じたきめ細やかな指導行うため、
中学校に学力向上支援員を配置し、学力
向上・学力保障の支援を行います。
（186ページ）


